
　７月１日、議会デジタル化先進地視察研修として、昨年度にタブ

レット等関連機器を導入した中札内村を訪問しました。導入経費や

本会議での利用方法などについて説明を受け、本村議会における今

後の導入に向けて、理解を深める機会となりました。
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ともにつくろう　みんなの夢大地
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第２回
定例会

６
月
16
日
審
議
分

▼
令
和
６
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

　
許
費

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
事
業
（
生
活
応

援
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
）
な
ど
２
事

業
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
中
の

支
出
の
完
了
が
見
込
め
な
い
こ
と

か
ら
、
令
和
７
年
度
に
繰
り
越
し

た
旨
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
繰
越
額
は
２
３
８
９
万
６
千
円

で
す
。

▼
令
和
６
年
度
株
式
会
社
さ
ら
べ

　
つ
産
業
振
興
公
社
事
業
報
告

　
村
が
出
資
す
る
株
式
会
社
さ
ら

べ
つ
産
業
振
興
公
社
の
事
業
報
告

と
し
て
、
公
社
が
管
理
運
営
す
る

施
設
の
利
用
状
況
及
び
収
支
状
況

等
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
ん
ぐ
り
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
利
用
者
数
は
減
少
し
ま
し
た

が
、
さ
ら
べ
つ
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
の
利
用
者
数
と
、
道
の
駅
の
入

込
み
数
が
過
去
最
高
を
記
録
（
３

頁
参
照
）
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和

６
年
度
の
当
期
純
利
益
は
約
３
８

６
万
円
（
前
年
度
比
16
・
４
％
減
）

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▼
債
権
の
放
棄

　
債
権
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

令
和
７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
次

の
債
権
を
放
棄
し
た
旨
、
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

○
債
権
の
名
称
・
金
額
等

・
公
営
住
宅
使
用
料

　
１
人(

16
件)

、
30
万
４
４
０
円

・
水
道
使
用
料

　
６
人(

57
件)

、
14
万
５
７
３
０
円

○
放
棄
し
た
事
由

　
消
滅
時
効
に
か
か
る
時
効
期
間

　
満
了

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
の
選
任
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

と
し
て
、
次
の
方
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

　　
梶　
真
澄 

氏
（
再
任
）

　

報
告

　

選
任
同
意

地
域
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
（
通
信
基
盤
の
強
化
）
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
３
・
８
億
円
を
追
加

各
会
計
補
正
予
算
案
を

各
会
計
補
正
予
算
案
を 

可
決
可
決　

　令和７年第２回定例会は、６月16日から20日までの５日間の会期
で行われました。
　開会日の16日は、報告３件、人事案件、条例の改正など議案５件
のほか、一般会計並びに各特別会計の補正予算が審議されました。
19日は、契約の締結と意見書案各１件が審議されるとともに、４人
の議員が一般質問を行い、村長の見解を質しました。
　提案された議案等はそれぞれ可決され、会期を1日残して閉会しま
した。
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▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に

よ
る
条
文
の
改
正
、
及
び
国
保

会
計
事
業
勘
定
の
健
全
化
を
目

的
と
し
た
税
率
の
見
直
し
等
を

行
う
た
め
、
関
係
す
る
条
文
を

改
め
る
も
の
で
す
。

▼
小
中
学
校
用
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

　
ル
端
末
の
購
入

　
令
和
２
年
度
に
購
入
し
た
児
童

生
徒
用
端
末
を
更
新
し
、
新
た
に

２
９
０
台
購
入
す
る
た
め
、
東
日

本
電
信
電
話
株
式
会
社
と
売
買
契

約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

○
契
約
額 

１
４
９
９
万
３
千
円

▼
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村

　
計
画
の
変
更

　
営
農
用
水
施
設
整
備
事
業
、
下

水
道
施
設
整
備
事
業
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
な
ど
、
計
画

書
に
登
載
す
る
事
業
内
容
の
追
加
・

変
更
等
に
伴
い
、
計
画
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

▼
東
15
号
局
部
改
良
工
事
第
２
工

　
区
工
事
請
負
契
約

　
株
式
会
社
山
内
組
と
道
路
改
良

に
か
か
る
工
事
請
負
契
約
を
締
結

す
る
も
の
で
す
。

○
契
約
額 

４
９
６
１
万
円

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
並
び
に
特

　
別
会
計
補
正
予
算

　
地
域
社
会
Ｄ
Ｘ
推
進
パ
ッ
ケ
ー

ジ
事
業
（
市
街
地
通
信
基
盤
の
強

化
）
の
追
加
、
畑
作
物
産
地
生
産

体
制
確
立
・
強
化
緊
急
対
策
事
業

の
新
規
採
択
に
よ
る
追
加
、
人
事

異
動
に
伴
う
職
員
等
人
件
費
の
補

正
等
を
主
と
す
る
一
般
会
計
補
正

予
算
、
並
び
に
各
特
別
会
計
の
補

正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

動
産
の
買
入

　

条
例
の
改
正

　

計
画
の
変
更

　

補
正
予
算

　

請
負
契
約
の
締
結

　

請
負
契
約
の
締
結

６
月
19
日
審
議
分

▼
花
園
プ
ラ
ム
タ
ウ
ン
分
譲
第
２

　
期
工
事
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
株
式
会
社
山
内
組
と
宅
地
造
成

並
び
に
道
路
整
備
等
に
か
か
る
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で

す
。

○
契
約
額 

５
８
０
８
万
円

（単位：万円）
第 2 回 定 例 会 補 正 額 補正後の予算額

一般会計（第3号） 3億8,338 75億1,677

特
別
会
計

国保
会計 診療施設勘定（第1号） 794 3億7,457
介護
保険 事業勘定（第1号） 48 4億3,942
簡易水道事業（第１号） 27 2億9,737
公共下水道事業（第１号） 14 3億4,438

○さらべつカントリーパーク

○どんぐり公園パークゴルフ場

○道の駅 ・道の駅利用者
・カントリーパーク
　テントサイト
・どんぐり公園
　パークゴルフ場

■　補正予算の内訳　■

区 分   件数（件） 増減  利用者数（人） 増減
R5 R6 R5 R6

コテージ 
トレーラーハウス
ミニコテージ
テントサイト

459
318
509

1,735

440
317
546

1,903

△19
△1
37

168

2,433
1,158
1,698
5,202

2,355
1,093
1,791
5,729

△78
△65

93
527

計 3,021 3,206 185 10,491 10,968 477

  利用者数（人・団体含む）
増減

R5 R6

5,650 5,494 △156

  レジカウント（人）
増減

R5 R6

75,726 77,852 2,126

  入込み数（人・推計）
増減

R5 R6

113,593 116,781 3,188

各施設の利用状況 注 目！

児童総会にも使われています（更別小学校）
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第
２
回
臨
時
会

　
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
７
日
に

行
わ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
村
葬
の
執
行
の
件
の
専
決
処
分

　
の
承
認

　
４
月
25
日
に
執
り
行
わ
れ
た
、

更
別
村
名
誉
村
民
・（
故
）
林 

清

氏
の
村
葬
執
行
に
か
か
る
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
１
号
）
の
専
決
処
分
の

　
承
認

　
村
葬
経
費
の
追
加
補
正
に
か
か

る
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

○
補
正
額

　

２
２
８
万
９
千
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
71
億
１
３
７
６
万
１
千
円

▼
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
制
定

　
国
の
税
制
大
綱
に
基
づ
き
、
物

価
上
昇
に
お
け
る
税
負
担
及
び
就

業
調
整
対
策
の
観
点
か
ら
、
所
得

税
の
基
礎
控
除
額
等
の
引
上
げ
、

並
び
に
大
学
生
年
代
の
子
を
持
つ

親
の
負
担
を
軽
減
す
る
「
特
定
親

族
特
別
控
除
」
の
創
設
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
ど
ん
ぐ
り
団
地
内
道
路
改
良
工

　
事
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
株
式
会
社
山
内
組
と
道
路
改
良

に
か
か
る
工
事
請
負
契
約
を
締
結

す
る
も
の
で
す
。

○
契
約
額 
４
９
２
８
万
円

▼
動
産
の
買
入
（
乗
用
芝
刈
り
集

　
草
機
購
入
）

　
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
で
使
用
す

る
乗
用
芝
刈
り
集
草
機
１
台
を
購

入
す
る
た
め
、
株
式
会
社
ヤ
マ
ジ

ョ
ウ
と
売
買
契
約
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。

○
契
約
額 

６
９
８
万
５
千
円

▼
動
産
の
買
入
（
乗
用
除
雪
機
購

　
入
）

　
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
で
使
用
す

る
乗
用
除
雪
機
１
台
を
購
入
す
る

た
め
、
株
式
会
社
ヤ
マ
ジ
ョ
ウ
と

売
買
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

○
契
約
額 

７
０
４
万
円

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
燃
油
や
飼
料
の
高
騰
等
の
影
響

を
受
け
る
畜
産
農
家
へ
の
支
援
を

目
的
と
す
る
、
酪
農
・
肉
用
牛
経

営
体
質
強
化
支
援
事
業
助
成
金
の

追
加
を
主
と
し
た
一
般
会
計
補
正

予
算
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
補
正
額

　
１
９
６
３
万
３
千
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
71
億
３
３
３
９
万
４
千
円

▼
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員

　
の
選
挙

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員

４
名
及
び
同
補
充
員
４
名
の
選
挙

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
任

期
は
４
年
間
）。

○
選
挙
管
理
委
員

　
吉
本 

正
美 

氏
（
再
任
）

　
池
田 
科
子 

氏
（
再
任
）

　
髙
橋 
良
子 
氏
（
再
任
）

　
森　

 

芳
則 
氏
（
新
任
）

○
同
補
充
員

　
金
曽 

隆
雄 

氏
（
再
任
）

　
阿
部 

善
浩 

氏
（
新
任
）

　
斗
澤
ゆ
か
り
氏
（
再
任
）

　
吉
田 

梢
枝 

氏
（
再
任
）

　
　
　

第
３
回
臨
時
会

　

第
３
回
臨
時
会
が
、
５
月
30
日

に
行
わ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
建
築
主
体
工
事

　
萩
原
・
川
田
・
山
内
経
常
建
設

共
同
企
業
体
と
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

○
契
約
額 

３
億
６
３
０
０
万
円

・
機
械
設
備
工
事

　
奥
原
・
ヤ
マ
ジ
ョ
ウ
経
常
建
設

共
同
企
業
体
と
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

○
契
約
額 

２
億
６
１
５
８
万
円

・
電
気
設
備
工
事

　
北
口
・
大
昭
・
堀
井
経
常
建
設

共
同
企
業
体
と
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

○
契
約
額 

１
億
８
１
５
０
万
円

▼
福
祉
ホ
ー
ム
新
築
工
事
（
建
築

　
主
体
工
事
）
工
事
請
負
契
約
の

　
締
結

　
ネ
ク
サ
ス
・
西
川
・
小
川
経
常

建
設
共
同
企
業
体
と
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

○
契
約
額 

２
億
１
３
０
万
円

5/7

（故）林氏を偲び約300人の方が参列

【議会を傍聴しませんか】
　議会での議論を通じて、村の現状や課

題を知ることができます。

　村政は皆さんの日常に密着したもので

すので、お気軽にお越しください。

※インターネット中継もご利用ください！

 ９月９日（火）
　午前10時　開会予定

◆　次回の定例会は　◆

5/30
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種類 件　　　　　　　　名

太
田  

綱
基

安
村  

敏
博

斎
藤     
憲

尾
立  
要
子

小
谷  

文
子

荻
原　

  

正

髙
木  

修
一

審
議
結
果

報

告

令和６年度一般会計繰越明許費の件 - - - - - - - 報告済

令和６年度株式会社さらべつ産業振興公社事業報告の件 - - - - - - - 報告済

債権の放棄の件 - - - - - - - 報告済

議　
　

  　
　
　

案

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意議決

国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

過疎地域持続的発展市町村計画変更の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

東15号局部改良工事第２工区工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

動産の買入の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和７年度一般会計補正予算（第３号）の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和７年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和７年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和７年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

花園プラムタウン分譲第２期工事工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

意
見
書

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める
意見書の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第２回定例会　審議した議案と各議員の賛否�

※織田忠司議長は採決には加わりません。（以下同様）

種類 件　　　　　　　　名

太
田  

綱
基

安
村  

敏
博

斎
藤     

憲

尾
立  

要
子

小
谷  

文
子

荻
原　

  

正

髙
木  

修
一

審
議
結
果

承
認

村葬の執行の件の専決処分の承認を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認議決

令和７年度一般会計補正予算（第１号）の専決処分の承認を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認議決

議　

案

税条例の一部を改正する条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

どんぐり団地内道路改良工事工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

動産の買入の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

動産の買入の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和７年度一般会計補正予算（第２号）の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第２回臨時会（５月７日）審議した議案と各議員の賛否

種類 件　　　　　　　　名

太
田  

綱
基

安
村  

敏
博

斎
藤     

憲

尾
立  

要
子

小
谷  

文
子

荻
原　

  

正

髙
木  

修
一

審
議
結
果

議　

案

学校給食センター改築工事（建築主体工事）工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

学校給食センター改築工事（機械設備工事）工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

学校給食センター改築工事（電気設備工事）工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

福祉ホーム新築工事（建築主体工事）工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第３回臨時会（５月30日）審議した議案と各議員の賛否
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意
見
書

国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

（
第
２
回
定
例
会
） 

■ 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
資
す
る

　 

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
充
実
・

 

　
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

本
道
の
森
林
を
将
来
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
活

力
あ
る
森
林
づ
く
り
や
循
環
型
社
会
形
成
の
た
め
、

森
林
関
連
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
も
の

で
す
。

◆
提
出
者
～
小
谷
文
子

◆
賛
成
者
～
太
田
綱
基
、
安
村
敏
博
、
斎
藤　
憲

　
　
　
　
　

尾
立
要
子
、
荻
原　
正
、
髙
木
修
一

委員会の
構成が
変わりました

　
各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
委

員
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
。

【
委
員
会
と
は
】

　
本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど
を
詳
し
く
審
査
や
調
査
を
す
る
た
め
の
機

関
で
す
。
本
村
は
、
委
員
会
条
例
に
よ
り
「
総
務
厚
生
」「
産
業
文
教
」
の
二

つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
必
要
に
応

じ
て
、
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

委
員
長

　
斎
藤　
憲

副
委
員
長

　
小
谷
文
子

委
　
員

　
太
田
綱
基

　
尾
立
要
子

　
髙
木
修
一

委
員
長

　
荻
原 　
正

副
委
員
長

　
安
村
敏
博

委
　
員

　
太
田
綱
基

　
斎
藤　
憲

　
髙
木
修
一

委
員
長

　
太
田
綱
基

副
委
員
長

　
小
谷
文
子

委
　
員

　
安
村
敏
博

　
斎
藤　
憲

　
尾
立
要
子

　
荻
原　
正

　
髙
木
修
一

産業文教
　　常任委員会

総務厚生
　　常任委員会

　議会運営
　　　   委員会
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　議員が村政全般にわたり、執行機関（村長など）に対して事務の執行状況や将来の

考え方について所信を問うこと、または報告や説明を求め疑問をただすことです。

　更別村議会では、議員があらかじめ議長に質問の趣旨を知らせる「通告制」により、議

員はその内容に沿って質問します。一問一答方式とし、質問時間は１人90分以内、質問回

数は１項目３回までとしています。

■ 一般質問とは ■

ページ 質　問　事　項 質問議員

8 高齢者福祉対策並びに支援活動のあり方について

安　村　敏　博

9
酪農・畜産経営支援への拡充・強化対策の実施につ
いて

10 データ連携基盤について 斎　藤　　　憲

11 子育て支援等における施策の拡充等について 荻　原　　　正

12
更別スーパービレッジ構想（スタンプ会のデジタル化）
について

尾　立　要　子

6/19 午前

6/19 午後

動画は
こちら

＊議会広報では、１回目の内容のみ答弁を要約して掲載しています。
　詳しい内容は議会中継（更別村議会 Youtube チャンネル）、 または会議録をご覧下さい。

４人の議員が

５項目を質問

一般
質問
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安
村
議
員

近
年
加
速
度
的
に
進

行
す
る
人
ロ
減
少
と
少
子
高
齢
化

に
お
い
て
、
特
に
高
齢
者
の
支
援
・

見
守
り
体
制
に
つ
い
て
は
最
優
先

課
題
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
す
。

本
村
は
い
ち
早
く
様
々
な
対
策
を

手
掛
け
て
は
い
ま
す
が
、
課
題
点

と
し
て
、
行
政
と
関
係
機
関
、
団

体
で
の
運
営
・
連
携
が
極
め
て
解

り
に
く
い
事
が
利
用
阻
害
の
一
要

因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
体
制
に
つ
い
て
は

既
に
構
築
さ
れ
て
い
る
実
態
に
あ

る
事
か
ら
、
残
す
は
、
実
効
性
の

確
保
と
利
用
参
画
に
向
け
て
の
再

構
築
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
活

動
分
野
の
分
散
に
よ
り
利
用
し
ず

ら
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
疑
問
を
感
じ
て
い 安村議員

ま
す
。
限
ら
れ
た
財
政
・
財
源
で
事

業
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
事
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
も
今
一

度
「
高
齢
者
福
祉
」
の
あ
り
方
を
抜

本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
行
政
の
基
本
的
施
策
に

つ
い
て
見
解
を
求
め
ま
す
。

　

先
ず
は
、
高
齢
者
対
策
に
お
い

て
行
政
が
委
託
し
て
い
る
介
護
事

業
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
推
進
連
携
の
現
状
に
つ
い
て
見
解
。

第
二
点
目
、
民
生
委
員
の
活
動
に

お
け
る
現
状
認
識
に
つ
い
て
の
見

解
。
第
三
点
目
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ナ
ー
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
（
ま
め
ー
ず
）

の
必
要
性
と
期
待
す
る
事
業
。
以

上
関
係
す
る
団
体
と
行
政
が
担
う

高
齢
者
福
祉
事
業
の
基
本
施
策
に

つ
い
て
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
齢
者
福
祉
、

介
護
予
防
制
度
が
年
毎
に
目
ま
ぐ

る
し
く
変
更
さ
れ
る
な
か
、
利
用

者
に
わ
か
り
や
す
い
体
制
整
備
が

必
要
で
あ
り
、
今
一
度
、
各
関
係

組
織
・
団
体
と
の
再
検
討
を
行
い
、

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
も
必
要 

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
大
枠

と
し
て
、
現
状
で
は
、
高
齢
者
福

祉
対
策
は
保
健
福
祉
課
が
担
い
、

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉

協
議
会
が
担
っ
て
い
る
訳
で
、
村

は
ひ
ゃ
く
ワ
ク
事
業
に
よ
る
様
々

な
実
証
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、

 

今
後
に
お
け
る
高
齢
者
対
策
の
あ

る
べ
き
姿
を
ど
こ
に
求
め
て
い
る

の
か
。
見
解
を
求
め
ま
す
。

村
　
　
長

高
齢
者
福
祉
対
策
並

び
に
支
援
活
動
な
ど
行
政
の
基
本

施
策
は
、「
第
９
期
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
、
住
民

や
団
体
等
に
よ
る
見
守
り
・
支
え

合
い
活
動
に
よ
り
、
高
齢
者
が
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

質
問
の
１
点
目
に
つ
い
て
は
、

保
健
福
祉
課
内
に
設
置
す
る
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
介
護

保
険
事
業
運
営
の
主
体
者
と
し
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
と
連

携
し
て
各
種
介
護
予
防
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
社
協
は
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
法
人
で
あ
り
、
連
携
事
業
を

通
し
て
介
護
予
防
事
業
利
用
者
と

の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
課
題
の
把
握
や
、
相
談
体
制

の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
、
現
在
の
民
生
委
員
児

童
委
員
は
12
名
、
う
ち
10
名
は
区

域
を
定
め
活
動
、
残
り
２
名
は
主

任
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
、
手
助
け
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
等
、
住
民
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
関
係
機
関
へ
の
つ
な

ぎ
役
や
、
見
守
り
役
と
し
て
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ナ
ー
ス
（
Ｃ
Ｎ
）
は
、
暮
ら

し
の
身
近
な
存
在
と
し
て
、
村
民

や
関
係
機
関
と
協
力
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
Ｃ
Ｎ
と
の
連
携
で
「
成

人
・
高
齢
者
等
訪
問
活
動
事
業
」

を
行
っ
て
お
り
、
健
康
状
態
が
気

に
な
る
方
が
元
気
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
40
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
や
夫
婦
世
帯
等
を

対
象
に
、
Ｃ
Ｎ
の
訪
問
に
よ
る
健

康
や
生
活
状
況
の
聞
き
取
り
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
中
の
「
窓
口
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
」
に
つ
い
て
は
、
村

で
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を「
総

合
相
談
窓
口
」（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
）

と
し
て
お
り
、
高
齢
者
や
家
族
の

皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
村
で
安
心

し
て
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
な
ど
専
門

職
が
介
護
や
健
康
な
ど
の
相
談
・

支
援
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
つ
な
ぎ
役
と

し
て
、
社
協
や
民
生
委
員
、
地
域

住
民
・
団
体
の
ほ
か
に
、
新
た
に

Ｃ
Ｎ
が
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

窓
口
へ
つ
な
ぐ
手
段
が
増
え
て
お

り
、
地
域
活
動
の
活
性
化
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
ゃ
く
ワ
ク
事
業
に
つ

い
て
は
、
健
康
、
医
療
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
な
ど
暮
ら
し
の
サ
ポ

ー
ト
の
提
供
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
健
康
状
態

の
見
え
る
化
、
生
活
の
リ
ズ
ム
の

把
握
、
見
守
り
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
ゃ
く
ワ
ク
事
業
に
お
け
る
高

齢
者
対
策
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、

高
齢
者
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
と
し
た

村
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
取
り

組
み
も
必
要
で
あ
り
、
多
角
的

な
視
点
か
ら
高
齢
者
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

村長
─
相
談
窓
口
は
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
、
支
援
に
は
多
角
的
な
視
点
が
重
要

高
齢
者
福
祉
対
策
並
び
に
支
援
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
対
策
並
び
に
支
援
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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安
村
議
員

先
の
一
般
質
問
に
て

既
に
ご
提
案
申
し
上
げ
、
行
政
と

し
て
一
定
の
対
策
を
講
ず
る
と
の

回
答
を
得
、
臨
時
会
に
て
、
酪
農
・

肉
用
牛
経
営
体
質
強
化
支
援
事
業

助
成
金
１
３
６
８
万
円
の
補
正
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

ら
支
援
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
説

明
が
不
十
分
で
あ
り
、
改
め
て
酪

農
支
援
の
内
容
、
肉
用
牛
支
援
内

容
の
詳
細
を
説
明
願
い
た
い
。
ま

た
、
支
援
実
施
日
に
つ
い
て
も
示

し
て
頂
き
た
い
。

　

今
般
、
前
回
に
続
き
質
問
さ

せ
て
頂
く
の
は
、
Ｊ
Ａ
の
第
77

回
通
常
総
会
が
５
月
20
日
開
催

さ
れ
、
剰
余
金
処
分
案
と
し

て
、
酪
農
生
乳
対
策
と
し
て

１
０
１
９
万
４
千
円
、
飼
料
対
策

と
し
て
３
５
４
５
万
９
千
円
の
配

当
還
元
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
Ｊ

Ａ
組
合
員:

酪
農
戸
数
31
戸
、
肉

用
生
産
戸
数
20
戸
）。

　

こ
れ
ま
で
も
、
村
長
は
、
農
業

支
援
対
策
に
対
す
る
回
答
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
と
の
協
議
に
お
い
て
相
互
負

担
が
原
則
と
の
見
解
を
示
し
て
来

ま
し
た
。
過
去
実
態
に
お
い
て
も

国
・
道
支
援
対
策
を
除
き
、
村
は

Ｊ
Ａ
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
相
互

折
半
負
担
を
前
提
と
し
つ
つ
対
策

を
講
じ
て
き
た
実
態
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
先
の
令
和
７
年
３
月
定

例
会
一
般
質
問
で
も
示
し
ま
し
た

が
、
村
は
令
和
４
年
度
で
の
酪
農
・

畜
産
対
策
支
援
は
実
施
し
ま
し
た

が
、
令
和
５
年
、
６
年
度
は
対
策

を
講
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
回
も

示
し
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
で
は
、
令

和
５
年
度
飼
料
・
生
乳
生
産
に
対

し
４
３
０
０
万
円
を
還
元
、
令
和

６
年
度
が
４
５
０
０
万
円
強
を
還

元
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
村
長
が
Ｊ
Ａ
と
の
協

議
に
お
い
て
、
負
担
折
半
が
原
則

で
あ
る
と
の
回
答
か
ら
す
る
と
、

支
援
の
基
本
的
考
え
が
問
わ
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
対
策
の
拡
充
に

つ
い
て
の
考
え
は
な
い
の
か
お
伺

い
致
し
ま
す
。
現
状
の
酪
農
・
畜

産
経
営
状
況
に
鑑
み
、
生
乳
生
産

確
保
対
策
並
び
に
飼
料
高
騰
対
策

の
両
面
か
ら
、
Ｊ
Ａ
施
策
と
足
並

み
を
揃
え
た
対
応
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
村
長
の
実
直
な
ご
回
答

を
期
待
致
し
ま
す
。

村
　
　
長

酪
農
・
肉
用
牛
経
営

体
質
強
化
支
援
事
業
の
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
北
海
道
が
行
う
支

援
事
業
に
準
じ
た
対
象
者
、
対
象

牛
と
し
て
お
り
令
和
７
年
４
月
１

日
時
点
の
飼
養
頭
数
を
基
準
に
考

え
て
い
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
は
、
道
が
実
施
す

る
「
酪
農
・
肉
用
牛
経
営
体
質
強

化
緊
急
支
援
事
業
」
の
交
付
対
象

者
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。
対
象

牛
は
、
酪
農
経
営
は
乳
用
経
産
牛

頭
数
を
、
肉
用
牛
経
営
は
肉
用
牛

の
飼
養
頭
数
と
し
て
い
ま
す
。
補

助
金
額
は
飼
養
頭
数
の
規
模
に
応

じ
て
定
額
を
支
給
す
る
も
の
で
、

１
頭
か
ら
19
頭
は
３
万
円
、
20
頭

か
ら
49
頭
は
10
万
５
千
円
、
50

頭
か
ら
99
頭
は
22
万
５
千
円
、

１
０
０
頭
以
上
は
45
万
円
と
し
て

い
ま
す
。
複
合
経
営
の
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
の
飼
養
頭
数
規

模
に
応
じ
た
支
援
と
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
実
施
日
は
、
過
去
の
支
援

策
と
同
様
に
年
末
に
支
給
す
る
こ

と
を
実
施
主
体
と
な
る
Ｊ
Ａ
と
調

整
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
余
剰
金
処
分
案
に
お
け
る

事
業
分
量
配
当
金
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
が
そ
の
経
営
に
お
い
て
生
じ
た

剰
余
金
に
つ
い
て
一
定
の
基
準
に
よ

り
配
当
さ
れ
る
も
の
で
、
例
年
基
準

割
合
に
応
じ
た
額
が
配
当
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
令
和
６
年
度
の
決

算
に
お
い
て
も
議
員
が
仰
る
金
額

が
配
当
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

農
業
支
援
対
策
に
つ
い
て
、
村

と
し
て
は
Ｊ
Ａ
と
の
協
議
に
よ
る

相
互
負
担
が
原
則
と
考
え
て
お
り
、

令
和
５
年
６
月
に
補
正
予
算
を
提

出
し
た
酪
農
飼
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
助
成
金
や
、
同
じ
く
12
月
に

提
出
し
た
肥
料
価
格
高
騰
対
策
支

援
事
業
補
助
金
な
ど
で
は
、
Ｊ
Ａ

と
の
相
互
負
担
に
よ
り
支
援
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

た
だ
令
和
４
年
12
月
の
、
畜
産

飼
料
価
格
高
騰
対
策
助
成
金
に
つ

い
て
は
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
急
遽

事
業
提
案
を
し
た
こ
と
か
ら
Ｊ
Ａ

と
の
調
整
が
出
来
ず
、
村
単
独
で

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
情
勢
を

鑑
み
提
案
時
期
が
５
月
と
な
り
、

Ｊ
Ａ
は
特
別
配
当
で
の
対
応
を
決

め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
相
互
負
担

に
よ
る
支
援
に
は
、
な
っ
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
直
近
の
支
援
策
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
と
の
相
互
負
担

に
よ
る
支
援
が
出
来
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
必
要
と
さ

れ
る
施
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
と
も
Ｊ
Ａ
と
の
協
議

を
密
に
行
い
、
相
互
負
担
を
基
本

に
施
策
形
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
対
策
の
拡
充
に
つ
い
て
、

村
と
し
て
は
情
勢
に
応
じ
た
支
援

を
実
施
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
Ｊ

Ａ
の
配
当
金
に
つ
い
て
は
、
経
営

に
お
い
て
生
じ
た
剰
余
金
に
つ
い

て
一
定
の
基
準
に
よ
り
配
当
さ
れ

る
も
の
で
、
例
年
基
準
割
合
に
応

じ
た
額
が
配
当
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
組
合
員
の
情

勢
の
変
動
に
よ
り
「
特
別
配
当
」

と
し
て
上
乗
せ
さ
れ
る
部
分
も
あ

る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
特
別
配

当
の
詳
細
に
つ
い
て
は
聞
き
及
ん

で
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
支
援
策

拡
充
の
計
画
は
な
く
、
今
後
の
情

勢
に
よ
り
必
要
な
対
策
を
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村長
─
今
後
の
情
勢
に
よ
り
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る

酪
農
・
畜
産
経
営
支
援
へ
の
拡
充
・
強
化
対
策
の
実
施
に
つ
い
て

酪
農
・
畜
産
経
営
支
援
へ
の
拡
充
・
強
化
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
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村長
─

斎
藤
議
員

ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ

構
想
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
連
携
基

盤
の
整
備
は
重
要
な
役
割
を
果
た

す
も
の
と
し
て
、
か
な
り
の
予
算

が
投
入
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
以
下

５
点
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

１
．
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
サ
ー
バ
ー

は
物
理
的
に
は
更
別
村
内
に
あ
る
わ

け
で
な
く
、
ま
た
サ
ー
バ
ー
の
管
理
・

保
守
は
リ
モ
ー
ト
で
実
施
で
き
る
と

理
解
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

２
．
こ
れ
ま
で
の
支
出
総
額
と
、

そ
の
う
ち
一
般
財
源
か
ら
の
支
出

額
、
来
年
度
以
降
の
支
出
の
見
通

し
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

３
．
デ
ー
タ
連
携
基
盤
に
よ
っ
て

実
施
中
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、

提
供
予
定
サ
ー
ビ
ス
の
時
期
、
利

用
数
見
込
み
に
つ
い
て
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

斎藤議員

４
．
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
他
自
治

体
へ
の
供
用
実
績
、
利
用
照
会
が

あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
利

用
料
は
ど
の
団
体
・
会
社
の
収
入

と
な
る
の
か
に
つ
い
て
も
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

５
．
道
は
今
年
３
月
26
日
に
「
共

同
利
用
の
範
囲
を
道
内
に
限
る
必

要
が
な
い
た
め
、
道
外
を
含
め
て

共
同
利
用
を
進
め
る
も
の
と
し
、

全
国
都
府
県
に
協
力
を
求
め
る
」

と
い
う
方
針
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
他
自
治
体
か
ら
の
デ

ー
タ
連
携
基
盤
利
用
の
獲
得
は
、

全
国
の
デ
ー
タ
連
携
基
盤
と
の
競

争
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
村

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。
と
く
に
、

今
後
の
利
用
手
数
料
収
入
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
予
想
し
て
お
ら
れ

る
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

村
　
　
長

デ
ー
タ
連
携
基
盤
と

は
、
行
政
や
企
業
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
組
織
や
シ
ス
テ
ム
間
で
デ
ー
タ

を
安
全
か
つ
効
率
的
に
連
携
・
活

用
す
る
た
め
の
共
通
の
仕
組
み
や

技
術
基
盤
を
示
し
ま
す
。
特
に
行

政
機
関
、
自
治
体
、
民
間
企
業
な

ど
の
間
で
デ
ー
タ
の
相
互
運
用
を

可
能
に
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
高

度
化
や
地
域
課
題
の
解
決
、
社
会

全
体
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
促
進

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
が
デ
ー
タ
連
携
基
盤
を

整
備
す
る
こ
と
は
、
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ

ラ
の
強
化
に
止
ま
ら
ず
、
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
地
域

社
会
全
体
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
重
要
な
取
組
み
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

質
問
の
１
点
目
に
つ
い
て
、
デ

ー
タ
連
携
基
盤
の
サ
ー
バ
ー
は
物

理
的
に
村
内
に
は
な
く
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ

ー
バ
ー
は
遠
隔
操
作
で
管
理
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
サ

ー
バ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
部
分
を
管
理
す
る

一
方
、
利
用
者
は
自
分
が
使
う
シ

ス
テ
ム
や
ア
プ
リ
、
デ
ー
タ
の
安

全
性
や
設
定
、
動
作
状
況
を
管
理

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

２
点
目
、
こ
れ
ま
で
デ
ー
タ
連

携
基
盤
整
備
に
要
し
た
経
費
は
、

令
和
３
年
度
以
降
、
国
の
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
等

有
利
な
財
源
の
活
用
に
よ
り
、
５

年
間
で
２
億
１
７
９
７
万
９
千

円
、
そ
の
う
ち
一
般
財
源
は

４
６
１
８
万
９
千
円
と
な
り
ま
す

（
令
和
７
年
度
分
は
予
算
額
）。

　

３
点
目
、
デ
ー
タ
連
携
基
盤
を

活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
健
康
、

福
祉
、
移
動
、
農
業
等
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
具

体
的
に
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
健
康
分
野
～
健
康
ア
プ
リ

１
０
１
名
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
機

器
30
名
、
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

６
７
３
名
等

◎
福
祉
・
交
流
～
村
民
講
座

８
０
２
名
、
楽
し
く
運
動
４
７
４

名
、
カ
ラ
オ
ケ
４
２
４
名
、
麻
雀

３
５
３
名　

◎
移
動
支
援
～
自
動
運
転
サ
ー
ビ

ス
30
名
、
さ
ら
く
る
移
動
サ
ー
ビ

ス
延
べ
９
８
０
名

◎
農
業
・
産
業
～
ド
ロ
ー
ン
作
付

面
積
２
５
０
ha

◎
行
政
サ
ー
ビ
ス
～
ら
く
ら
く
サ

ー
ビ
ス
予
約
延
べ
２
７
２
３
件
等

今
後
は
救
急
搬
送
サ
ー
ビ
ス
や
待

た
な
い
医
療
、
デ
ジ
タ
ル
ど
ん
ぐ

り
ス
タ
ン
プ
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

４
点
目
に
つ
い
て
は
、
札
幌
市

と
の
実
績
が
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
用
の
基
盤
を
共
同
運
用
し
て

い
ま
す
。
利
用
料
は
札
幌
市
が
サ

ー
ビ
ス
提
供
者
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
利
用

料
を
支
払
い
、
本
村
の
利
用
料
を

減
額
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

５
点
目
の
北
海
道
デ
ー
タ
連
携

基
盤
の
共
同
利
用
ビ
ジ
ョ
ン
の
考

え
方
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
毎
に
都

道
府
県
で
は
デ
ー
タ
連
携
基
盤
を

一
つ
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
全
国
都
府
県
で
の

共
同
利
用
に
つ
い
て
は
道
内
自
治

体
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
本
村
に

も
本
州
か
ら
の
問
合
せ
が
あ
り
連

携
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
道
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
示

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
道
と
連
携
し

普
及
拡
大
に
向
け
て
利
用
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
盤

の
維
持
費
用
３
千
万
円
の
分
岐
点

と
な
る
、
10
自
治
体
と
の
共
同
利

用
を
目
指
し
ま
す
。
自
治
体
間
の

共
同
利
用
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
広
域
化
・

相
互
運
用
性
の
観
点
か
ら
今
後
進

展
す
る
と
考
え
て
お
り
、
国
の
補

助
金
や
標
準
仕
様
の
普
及
が
追
い

風
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
連
携
基
盤
に
つ
い
て

デ
ー
タ
連
携
基
盤
に
つ
い
て

地
域
の
持
続
性
を
高
め
る
た
め
デ
ー
タ
連
携
基
盤
を
整
備
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
は
共
同
利
用
拡
大
を
目
指
す
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荻
原
議
員

令
和
の
米
騒
動
を
は

じ
め
と
す
る
物
価
高
騰
は
多
く
の

村
民
の
生
活
を
苦
し
め
て
お
り
ま

す
。
と
り
わ
け
子
育
て
世
代
等
に

お
い
て
は
こ
の
負
担
が
重
く
の
し

か
か
り
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
に

も
不
安
を
抱
え
る
家
庭
も
あ
る
と

お
聞
き
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
中
で
も
、

様
々
な
ご
苦
労
を
さ
れ
な
が
ら
不

妊
治
療
を
さ
れ
、
新
し
い
命
が
授

か
る
こ
と
を
心
か
ら
求
め
て
い
る

方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

一
般
不
妊
治
療
は
回
数
に
関
係

な
く
村
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
特
定
不
妊
治
療
に

つ
い
て
は
回
数
に
制
限
が
あ
り
、

そ
れ
を
超
え
て
治
療
す
る
場
合
は

多
額
の
個
人
負
担
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
又
、
子
育
て
支
援
に
お
い

て
も
村
は
様
々
な
対
応
を
し
て
い

ま
す
が
、
仕
事
を
持
つ
ひ
と
り
親

世
帯
は
、
一
般
家
庭
よ
り
優
遇
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
保
育
料
等
の

負
担
は
大
き
な
障
害
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
下
記
の
子
育
て
関
連
事

案
等
に
つ
い
て
村
長
の
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

１
．
特
定
不
妊
治
療
に
お
け
る
治

療
回
数
「
40
歳
未
満
６
回
」、「
40
～

43
歳
３
回
」
を
超
え
る
場
合
の
治
療

に
お
い
て
も
、
受
診
者
の
様
々
な
負

担
を
解
消
す
る
た
め
、
村
独
自
の

支
援
対
象
と
す
る
考
え
に
つ
い
て
。

２
．
更
別
村
が
定
め
る
保
育
料
で

は
生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
は
保
育
料
等
を
無
償
と
し

て
い
る
が
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ

い
て
も
厳
し
い
家
計
の
中
で
子
育

て
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
育

料
や
学
童
料
等
を
無
償
と
す
る
考

え
に
つ
い
て
。

３
．
子
育
て
を
担
う
施
設
（
保
育

園
等
）
の
運
営
に
つ
い
て
、
入
園
児

数
に
応
じ
た
予
算
を
確
保
す
べ
き

で
あ
り
、
急
な
人
数
の
増
等
、
必
要

な
場
合
は
早
急
に
補
正
予
算
を
措

置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
現
状
の
対

応
と
予
算
措
置
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

村
　
　
長

質
問
の
一
点
目
に
つ

い
て
、
令
和
５
年
４
月
よ
り
北
海

道
は
、
医
療
保
険
適
用
外
の
先
進

医
療
と
し
て
実
施
す
る
不
妊
治
療

に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
「
北
海
道
不
妊
治
療
等
助
成
事

業
実
施
要
綱
」
を
制
定
し
た
こ
と

か
ら
、
村
は
道
の
要
綱
に
沿
っ
た

形
で
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
保
険
が

適
用
さ
れ
る
治
療
に
係
る
自
己
負

担
分
の
全
額
助
成
に
加
え
て
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
保
険
適
用
外
の

先
進
不
妊
治
療
を
受
け
た
方
の
医

療
費
と
交
通
費
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
で
、
43
歳
未
満
の
方
を
対

象
と
し
、
助
成
回
数
は
40
歳
未
満

の
方
は
通
算
６
回
ま
で
、
40
歳
か

ら
43
歳
未
満
の
方
は
通
算
３
回
ま

で
と
し
て
い
ま
す
。
年
齢
制
限
を

設
け
た
の
は
、
生
殖
補
助
医
療
の

胚
移
植
術
に
対
す
る
診
療
報
酬
の

算
定
回
数
が
、
年
齢
に
よ
っ
て
上

限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
受

け
た
措
置
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
令
和
５
年
度
助
成
実
績

・
申
請
者
（
実
人
員
）
７
名

・
助
成
額
１
８
７
万
８
５
４
４
円

（
内
道
補
助
額
９
万
４
７
７
４
円
、

村
負
担
額
１
７
８
万
３
７
７
０
円
）

◎
令
和
６
年
度
助
成
実
績

・
申
請
者
（
実
人
員
）
９
名

・
助
成
額
75
万
８
５
０
９
円
（
内

道
補
助
額
１
万
２
９
７
９
円
、
村

負
担
額
74
万
５
５
３
０
円
）

　

医
療
保
険
の
自
己
負
担
分
を
村

が
全
額
助
成
し
て
い
る
中
、
診
療

報
酬
の
算
定
回
数
を
超
え
る
更
な

る
独
自
負
担
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問
の
二
点
目
は
、
令
和
元
年

10
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
３
歳
か

ら
５
歳
ま
で
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
保
育
料
が

無
償
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
は
満

３
歳
未
満
の
保
育
料
を
、
国
が
定

め
る
保
育
料
（
利
用
者
負
担
）
の

基
準
に
比
し
て
軽
減
し
て
設
定
し

て
お
り
、
加
え
て
、
ひ
と
り
親
世

帯
、
在
宅
障
害
児
（
者
）
の
い
る

世
帯
は
、
住
民
税
の
課
税
状
況
に

よ
り
軽
減
措
置
を
設
け
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
ひ
と
り

親
世
帯
を
含
め
子
育
て
世
帯
は
家

計
が
厳
し
い
状
況
だ
と
理
解
し
て

お
り
、
今
後
も
子
育
て
世
帯
全
体

の
状
況
を
踏
ま
え
、
支
援
の
方
策

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
所
の
保
育
料
は
利
用

者
一
律
と
し
て
お
り
、
令
和
５
年

度
に
月
額
５
千
円
か
ら
２
５
０
０

円
に
引
き
下
げ
て
い
ま
す
（
生
活

保
護
世
帯
は
無
料
）。
ひ
と
り
親

世
帯
へ
の
代
表
的
な
支
援
策
で
あ

る
児
童
扶
養
手
当
を
有
効
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
ご
提
案
を
踏
ま
え
、
例
え
ば

所
得
状
況
等
を
考
慮
し
た
軽
減
措

置
を
設
け
る
な
ど
、
実
現
可
能
性

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

質
問
の
三
点
目
に
つ
い
て
、
保

育
園
の
運
営
に
対
し
て
は
、「
子

ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
」

と
し
て
、
子
ど
も
の
通
園
に
必
要

な
経
費
（
公
定
価
格
）
の
一
部
を

給
付
し
て
い
ま
す
。
人
数
が
増
え

た
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
も
補
正
予

算
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
修
繕
や
設
備
の
更
新
等

に
つ
い
て
は
、
有
利
な
補
助
金
の

探
索
を
含
め
、
で
き
る
限
り
の
対

応
を
し
て
い
ま
す
。
所
要
額
に
よ

っ
て
は
総
合
計
画
に
搭
載
し
予
算

措
置
を
し
て
お
り
、
災
害
等
緊
急

な
場
合
を
除
き
、
計
画
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村長
─
子
育
て
世
帯
全
体
の
状
況
を
踏
ま
え
、
支
援
策
を
検
討
す
る

子
育
て
支
援
等
に
お
け
る
施
策
の
拡
充
等
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
等
に
お
け
る
施
策
の
拡
充
等
に
つ
い
て

荻原議員
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村長
─

尾
立
議
員

更
別
ス
ー
パ
ー
ビ
レ

ッ
ジ
構
想
の
大
き
な
一
歩
で
あ
る

ス
タ
ン
プ
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
、
以
下
の
通
り
２
点
、
お
伺

い
し
ま
す
。

１
．
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
紙

の
ス
タ
ン
プ
の
場
合
は
、
家
族
連

帯
の
形
で
あ
っ
た
り
、
友
人
間
で
、

ス
タ
ン
プ
を
寄
贈
す
る
こ
と
が
で

き
、
特
に
ご
高
齢
の
方
の
間
で
、

譲
ら
れ
た
ス
タ
ン
プ
を
台
紙
に
貼

り
、
お
買
い
物
に
使
わ
れ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
だ
と
商
店
街

の
複
数
の
店
主
さ
ん
か
ら
お
聞
き

し
ま
し
た
。
誰
で
も
、
そ
し
て
特

に
、
免
許
を
返
納
さ
れ
た
方
に
と

っ
て
は
近
く
で
、
割
引
さ
れ
た
価

格
で
お
化
粧
品
や
、
富
く
じ
の
時

期
に
割
引
率
が
大
き
い
ス
タ
ン
プ

を
使
っ
て
お
買
い
物
を
す
る
こ
と

は
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
瞬
間
で
あ
る

と
共
鳴
致
し
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
会
の
フ
レ
ー
ム
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
決
定
さ
れ
、
運
用
が

５
月
か
ら
始
ま
る
と
告
知
さ
れ
た

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の

フ
レ
ー
ム
で
は
Ｉ
Ｄ
保
持
者
間
で

の
ス
タ
ン
プ
の
譲
渡
が
で
き
な
い

と
の
こ
と
。
こ
の
部
分
の
改
善
に

よ
り
Ｉ
Ｄ
を
取
得
す
る
こ
と
に
前

向
き
に
な
る
方
が
、
年
齢
を
問
わ

ず
増
え
る
と
考
え
ま
す
。
村
の
予

算
を
使
っ
た
公
共
政
策
の
柱
の
一

つ
で
あ
る
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
、
ス
タ
ン
プ
会
の
「
決
定
後
」

で
す
が
、
技
術
的
な
変
更
・
追
加
、

予
算
化
の
可
否
、
事
業
主
会
員
さ

ん
か
ら
の
不
都
合
な
点
へ
の
問
題

解
決
の
展
望
に
つ
い
て
、
見
解
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

２
．
デ
ジ
タ
ル
Ｉ
Ｄ
の
取
得
は
、

お
店
側
で
は
、
お
客
さ
ん
の
得
に

な
ら
な
い
が
故
に
、
お
す
す
め
し

に
く
い
フ
レ
ー
ム
で
あ
り
、
し
か

も
店
頭
で
の
Ｉ
Ｄ
取
得
作
業
が
前

提
で
あ
る
な
ら
手
間
が
か
か
る
（
一

人
の
お
客
さ
ん
の
相
手
を
し
て
い

る
間
に
別
の
お
客
さ
ん
が
見
え
る

と
困
る
）
仕
組
み
か
と
思
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
不
都
合
は
ど
の
よ

う
に
解
決
さ
れ
る
お
考
え
で
す
か
。

村
　
　
長

更
別
ス
ー
パ
ー
ビ
レ

ッ
ジ
（
Ｓ
Ｖ
）
構
想
に
お
け
る
ス

タ
ン
プ
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
の
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
を
活

用
し
て
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
現

在
も
ど
ん
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
会
と
の

協
議
を
進
め
て
お
り
、
早
急
に
皆

様
に
シ
ス
テ
ム
の
リ
リ
ー
ス
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
利
便
性
の
向
上
と
、
地
域

住
民
や
観
光
客
が
効
果
的
に
ポ
イ

ン
ト
を
利
用
し
、
地
域
内
消
費
を

促
す
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

紙
の
廃
止
に
よ
り
、
印
刷
費
用
や

事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
地
域
の

効
率
化
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

地
域
社
会
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に

大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
住
民
や
関
係
団
体
と
連
携

し
、
よ
り
使
い
や
す
く
、
親
し
み

や
す
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
点
目
の
質
問
、
現
在
の
進
捗

状
況
は
、
ス
タ
ン
プ
会
の
要
望
等

を
お
聞
き
し
、
そ
れ
ら
の
シ
ス
テ

ム
改
修
を
行
い
早
期
に
リ
リ
ー
ス

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
て
総
会
で

の
承
認
後
、
具
体
的
な
内
容
を
村

民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
の
考
え
方
と
し
て
、
村
民

や
村
内
事
業
者
、
団
体
等
多
く
の

方
に
利
用
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

恩
恵
を
受
け
豊
か
に
生
活
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
お
り
、
利
用
者
の
意
見
に
よ

っ
て
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

シ
ス
テ
ム
の
改
修
は
今
後
も
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

運
営
主
体
は
、
あ
く
ま
で
も
ス
タ

ン
プ
会
で
あ
り
ま
す
。
地
域
の
実

情
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
、
会
の
規
則
や
運
営
方
法
に

つ
い
て
も
見
直
し
し
、
多
様
化
す

る
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
、

柔
軟
で
利
便
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に
努
め
て
お
ら

れ
ま
す
。
村
と
し
て
も
、
こ
う
し

た
主
体
的
な
取
り
組
み
や
意
見
、

意
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
伴
走
型

の
支
援
を
行
い
、
技
術
面
や
運
営

面
な
ど
協
力
し
て
課
題
を
乗
り
越

え
、
目
標
達
成
に
向
け
て
力
を
合

わ
せ
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
質
問
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
う
Ｉ
Ｄ
取
得
の
手
続
き
に
お

け
る
負
担
等
に
つ
い
て
、
業
務
運

用
と
の
調
整
が
必
要
と
の
懸
念
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

導
入
に
あ
た
り
利
用
者
や
加
盟

店
に
で
き
る
限
り
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
、
運
用
の
見
直
し
や
簡
素

化
の
工
夫
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
柔
軟
な
改
善
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
な
お
、
Ｉ
Ｄ
取
得
シ
ス

テ
ム
は
、
手
間
が
問
題
視
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
５
分
程
度
で
発

行
で
き
る
も
の
へ
改
修
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
や
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
を
通
じ
て
、
将
来
的

な
財
政
負
担
の
軽
減
や
地
域
の
成

長
に
つ
な
が
る
よ
う
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
て
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
別
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想（
ス
タ
ン
プ
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
）に
つ
い
て

更
別
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想（
ス
タ
ン
プ
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
）に
つ
い
て

主
体
で
あ
る
ス
タ
ン
プ
会
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
よ
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
る

尾立議員
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　６月26日、「広尾町議会議員等研修会」が開催され、
南十勝各町村の議員など約50名が参加しました。
本村からは織田議長を含む議員５名が参加。講師の
㈱会議録センター 矢嶋洋美氏から、親しみやすい
議会広報について学びました。
　矢嶋氏は、広尾町の議会だよりを例に、「住民の
方を紙面に掲載する」「写真を増やす」「見た目に
メリハリを」など具体的な改善点を提案しました。

　7月3日、友好姉妹都市・東松島市から渥美市長、
石森議長と新人議員5名を含む11名の皆さんが本
村を表敬訪問し、西山村長、織田議長らが歓迎の
意を表しました。
　渥美市長は、「ハード面の整備は一段落した。今
後は『心の復興』が大切」と話すとともに、昨年
の出生者数が18年前と比べて約半分の198人であ
ったことから、「人口減少と少子化が今後の課題」
との見解を示しました。
　村内視察後に行われた歓迎交流会には、本村議
員7名が参加し、皆さんと絆を深める時間となり
ました。なお、34年目を迎える子ども交流事業は、
今年は８月８日から本村の児童が東松島市を訪れ
る予定です。

　７月８日、北海道町村議会議長会主催の議員研修会
（札幌市）に全議員が参加し、２名の講師の講演によ
り研鑽を深めました。西南学院大学教授 勢一智子氏 
は「これからの議会は若者や女性など多様な人材の参
画が必要」「地方の男女格差は人口減少につながる」
と危機感を表しました。続いて、人口戦略会議副議長 
増田寛也氏 は「人口減少社会を生き抜くために」と
題し、今後必要な取組みに「地方の事務負担軽減」「２
地域居住」などを挙げていました。
■参加した小谷文子議員：「議会に多様な人材が必要
だとは思うが、男性議員が女性の声を吸い上げ意見を
述べても良いと思う。人口減少は現実として受け止め、
持続可能な地域にしていくことが大切だと感じました」

後半は、グループごと
にレイアウトを話し合
い、紙面作りに挑戦し
ました。
　本村の議会広報もア
ドバイスを踏まえ今号
から表紙の字体を変更
しています。

読んでもらえる議会広報とは　ようこそ！東松島市の皆さん

道町村議会議員研修会に参加

6 267 3

7 8〜9

　７月24日、宮城県気仙沼市議会より８名の議員
が行政視察のため本村を訪問し、更別東区のファ
ミリーパークさらべつが行う、銀サケの養殖施設
を見学しました。　
　漁業が基幹産業である気仙沼市では、海水温上
昇などの影響により漁獲量の減少が深刻なことから、
大規模な陸上養殖施設の整備を計画中とのことです。

気仙沼市議会行政視察 7 24
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発
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編
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員
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№
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と
も
に
つ
く
ろ
う
　
み
ん
な
の
夢
大
地
　

▼
７
月
初
旬
、
連
日
気
温
が
真
夏 

並
み
に
上
昇
し
、
８
日
に
は
道
内

で
帯
広
が
最
も
高
い
36
・
２
度
を

記
録
。
そ
の
直
近
一
週
間
で
、
十

勝
管
内
の
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬

送
者
数
は
38
人
と
の
こ
と
。
決
し

て
他
人
事
で
は
な
く
、
各
々
熱
中

症
対
策
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

▼
６
月
定
例
会
の
内
容
は
、
こ
の

広
報
の
他
に
会
議
録
も
あ
り
ま
す

が
、
気
軽
に「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
を
ご

活
用
頂
け
ま
す
と
、
議
員
と
皆
様

と
の「
開
か
れ
た
議
会
」の
共
有
・

共
通
認
識
が
期
待
さ
れ
、
こ
れ
は

願
う
べ
き
所
で
す
。
是
非
一
度
、

議
場
で
の
傍
聴
を
身
近
に
感
ず
る

機
会
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

▼
７
月
15
日
は
、
更
別
村
戦
没
者

追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
、
戦
後
80

年
に
思
い
を
い
た
す
時
、
今
の
日

常
が
平
和
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
、
痛
感
し
た
一
時
で
し
た
。

▼
最
後
に
、
様
々
な
施
策
に
は
賛

否
が
あ
っ
て
然
り
で
す
が
、
村
民

の
皆
様
が「
良
い
事
だ
ね
・
住
み

や
す
い
ね
」と
、
理
解
の
下
に
実

感
し
て
頂
け
る
よ
う
、
議
員
一
同

共
に
歩
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
小
谷
委
員　

記
）

　
運
動
会
に
議
長
出
席

26
日
　
更
別
村
議
友
会
定
期
総

　
会
に
議
長
出
席

27
日
　
広
尾
町
議
会
議
員
等
研

　
修
会
に
議
員
５
名
出
席

 

７
月

１
日

　
議
会
デ
ジ
タ
ル
化
先
進

　
地
視
察
研
修
に
全
議
員

　
出
席

３
日

　
と
か
ち
広
域
消
防
事
務

　
組
合
議
会
臨
時
会
に
議

　
長
出
席

３
日

　
東
松
島
市
長
・
市
議
会

　
議
員
表
敬
訪
問
に
議
員

　
７
名
対
応

６
日

　
北
海
道
消
防
操
法
訓
練

　
大
会
出
場
に
伴
う
激
励

　
会
に
議
長
出
席

７
日

　
全
員
協
議
会

８
～
９
日

　
北
海
道
町
村
議
会

　
議
長
会
議
員
研
修
会
に

　
全
議
員
出
席

12
日

　
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
・
生

　
活
と
運
動
あ
そ
び
会
に

　
議
長
出
席

15
日
　
更
別
村
戦
没
者
追
悼
式

　
に
議
長
出
席

18
～
19
日
　
北
海
道
消
防
操
法

　
訓
練
大
会
に
議
長
出
席

21
日
　
十
勝
管
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究

　
大
会
更
別
大
会
に
議
長

　
出
席

24
日
　
気
仙
沼
市
議
会
行
政
視

　
察
に
議
長
対
応

25
日
　 

議
会
運
営
委
員
会（
広
報
）

25
日
　
全
員
協
議
会

消防操法訓練大会（江別市）

戦没者追悼式（社会福祉センター）

 
５
月

２
日

　
議
会
運
営
委
員
会

７
日

　
第
２
回
議
会
臨
時
会

８
日

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

８
日

　
産
業
文
教
常
任
委
員
会

８
日

　
議
会
運
営
委
員
会

20
日

　
更
別
村
農
業
協
同
組
合

　
第
77
回
通
常
総
会
に
議

　
長
出
席

20
日

　
全
員
協
議
会

21
日

　
更
別
村
商
工
会
第
64
回

　
通
常
総
会
に
議
長
出
席

25
日

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ど
ん
ぐ
り
村
サ

　
ラ
リ
第
18
回
通
常
総
会

　
に
議
長
出
席

26
日

　
十
勝
圏
活
性
化
推
進
期

　
成
会
定
期
総
会
に
議
長

　
出
席

27
日

　
南
十
勝
町
村
議
会
議
長

　
会
兼
正
副
議
長
懇
話
会

　
に
正
副
議
長
出
席

30
日
　
議
会
運
営
委
員
会

30
日
　
第
３
回
議
会
臨
時
会

30
日
　
更
別
消
防
団
春
季
消
防

　
演
習
に
議
長
出
席

30
日
　
南
十
勝
森
林
組
合
第
75

　
回
通
常
総
会
に
副
議
長

　
出
席

31
日

　
更
別
中
央
中
学
校
体
育

　
祭
に
議
長
出
席

 

６
月

７
日

　
更
別
小
学
校
大
運
動
会

　
に
議
長
出
席

７
日

　
上
更
別
小
学
校
・
幼
稚

　
園
合
同
運
動
会
に
議
長

　
出
席

９
日

　
議
会
運
営
委
員
会

９
日

　
北
海
道
消
防
操
法
訓
練

　
大
会
出
場
に
伴
う
結
団

　
式
に
議
長
出
席

10
～
11
日

　
北
海
道
町
村
議
会

　
議
長
会
定
期
総
会
に
議

　
長
出
席

16
～
19
日

　
第
２
回
議
会
定
例

　
会

24
日

　
更
別
農
業
高
等
学
校
環

　
境
整
備
促
進
期
成
会
総

　
会
に
議
長
出
席

25
日
　
第
48
回
更
別
村
高
齢
者

議会の議案や資料は
村ホームページから
ご覧になれます

令和7年6月開会
第２回　更別村
議会定例会議案
・議案第55号～
・議案第56号～


